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今までr漢 字指導jと 聞 くと、非漢字圏 の学習者にい かにわか り易 く漢字 を指導す
るか、 とい う考 えしか持 ち合 わせていなかった。 中国人=漢 字を理解で きる学習者 と
い うイ メージがあ り、中国人に対 しての漢字指導 は無意 識に軽視 していた よ うに感 じ
る。例 えば漢字テス トで中国人学習者が 目本語の漢字ではな く中国語の漢字を使用 し
ていると、 日中両語の漢字の差異 を指摘す る程度で終わ っていた。 しか し、今回 σ)漢
字 指導の実践 を通 じて、漢字圏学習者の漢字指導の重要性 を改めて感 じた。
今回の実践では、1人2回 担当す ることになった。せ っか くの2度 のチャンスなの
で、r漢 字圏学習者j、r非 漢字圏学習者」両者に とって役立つ指導を したい と思い、指
導項 目を考 えた。まず1回 目に中国人学習者が習得困難 とするr促 音」を、2回 目は
非漢字圏学習者が漢字構成の しくみを楽 しく習得で きるよ うに とr形 声文字」 を取 り
上げた。
私 は以前 、 目本語学校 でr文 字 ・語彙ゴの授業 を担 当してい たことがある。 これは
能力試験に出題 される項 目の中で、中国人学習者が最 も得意 とす る分野である。 しか
し、漢字の読み書 きが得意な中国人学習者で も、促音が含 まれ る漢字の読みの正解率
は、かな り低いものであった。 これ らを克服す るた めの有効 な指導がで きれば良かっ
たα)だが 、当時の私 はただ、r1つ1つ の語彙を、表記 と合わせて正確 に覚 えるよ うに」
としか指導で きなかった。 しか し、今 回の実践で 「促音」を取 り上げ、様々な資料 を
調べた結果、r促 音」にもい くつかの規則性があることがわかった。例えば、前の漢字
がrた 行」で終わ り、後 ろの漢字がrぱ 行」で始 まるものは促 音化が起 こる、とい う
患)のである。 よって今回は促音化の一覧表 を作成 し、それ を説 明 しなが ら穴埋 めを さ
せ る形式 で授業を行 ったが、 この ような規則性を前 述す ることによって、学習時の混
乱 を抑 えることが十分可能だ と感 じた。
次に、r形 声文字」についてである。 日本語の語彙 の意味は非常に抽象的なので、物
事 を詳細 に陳述 しよ うとすると、様 々な説明的な修 飾語 を加 える必要性 が生 じ、その
結果、表現が長 くなって しま う。 ところが、長い語 句は使用に不便だ と縮約 して しま
うと、同音異義語が大量 に発生 し、識別が困難にな る。 この よ うな 日本語基礎語彙 の
抽象性 を補 うものが、漢字の具体性だ と思 う。これ らの同音異義語のr意 味ゴ とr音 」
の両側面 からの漢字指導が、よ り効果的な 日本語指導へ の近道 となるだろ う。
今回の実践は、漢字指導の重要性 を再認識する良い機会 となった。今後、 日本語教
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師 として現場に立つ際 は、通常の授業 内容だけではなく、漢字指導 の時問 も積極的に
取 り入れていき、よ り有益 な目本語指導を行っていけた らと思 う。
(コダマ ミユキ ・目中言語文化対照研 究室修士課程1年 〕
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